
教科に関連した食に関する指導  
～社会科・地場産物から考える兵庫の気候～  

 
１．はじめに  

兵 庫 県 は 、 北 に 日 本 海 、 南 は 瀬 戸 内 海 を 経 て 太 平 洋 に 臨 む 広 大 な 県

土 を 有 し 、 東 西 に 連 な る 中 国 山 地 に よ っ て 、 北 部 は 冬 の 寒 さ が 厳 し い

日 本 海 岸 気 候 、 南 部 は 年 間 を 通 じ て 温 暖 ・ 小 雨 な 瀬 戸 内 気 候 、 そ の 中

間 に 東 西 に 広 が る 地 域 は 、 日 較 差 ・ 年 較 差 が 大 き い 内 陸 性 気 候 の ３ つ

の地域に大きく分かれている。  
ま た 、 そ の 地 域 で と れ る 農 水 産 物 を 知 る こ と は 、 兵 庫 県 の 気 候 の 特

徴を知る上において大きな手がかりになる。  
そ こ で 昨 年 度 は 、 ４ 年 生 の 社 会 科 単 元 「 わ た し た ち の 兵 庫 」 に お い

て 、 県 内 の ６ 行 政 地 域 で と れ る 主 な 農 作 物 が 掲 載 さ れ た 小 学 生 用 学 習

資 料 「 ひ ょ う ご の 農 業 」 を 活 用 し な が ら 、 兵 庫 県 の 気 候 の 特 色 が 学 習

できるように兵庫県の「地図パネル」とその地域でとれる農作物の「食

品カード」を作成した。  
 
２．本年度の取り組み  

兵 庫 県 で と れ る 農 水 産 物 に 興 味 、 関 心 を 持 た せ な が ら 気 候 の 学 習 が

できるように、「ひょうごの農業」や「彩り豊かなひょうごのめぐみ」

の リ ー フ レ ッ ト 、 昨 年 度 作 成 し た 地 図 パ ネ ル や 食 品 カ ー ド を 活 用 し て

具体的な指導方法を検討した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



      
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．おわりに  
そ の 地 域 の 気 候 を 含 む 風 土 と そ の 地 域 で 産 出 さ れ る 農 水 産 物 や そ の

加工品、郷土料理は、どの地域、どの国においても密接な関係があり、

それがその地域の食文化の形成の大きな要因になっている。  
今 回 は 、 兵 庫 県 で と れ る 農 水 産 物 か ら 、 そ の 地 域 の 気 候 を 考 え る 学

習 の 指 導 方 法 に 留 ま っ た が 、 こ の 手 法 は 、 日 本 の 気 候 、 世 界 の 気 候 を

学習する上において有用であると考える。  
そ し て 、 別 の 機 会 に 、 他 地 域 の 気 候 を 学 習 し た 子 ど も た ち が 、 そ の

地 域 で 産 出 さ れ る 農 水 産 物 や そ の 加 工 品 、 郷 土 料 理 に 興 味 、 関 心 を 示

す よ う に な る こ と を 願 い な が ら 、 本 地 区 研 究 部 で ３ 年 間 続 け て き た 社

会科と連携させた食に関する指導の研究を終えたいと思います。   
 

       
 

 



 

 
 


